
九州農業成長産業化連携協議会について

◇「生産性向上・経営力強化」に向けた取組

スマート農業推進フォーラム
農業人材育成講座 等

◇付加価値ある「商品開発」に向けた取組

農商工連携事業
６次産業化促進事業

◇国内外への「販路拡大」に資する取組

ビジネスマッチング交流会 等
◇横断的取組

表彰、海外ミッション派遣 等

＜会員＞

農業協同組合（中央会、県経済連、全農県本部､各農協）
農業法人、農林水産関連企業、食品製造業、
その他製造業、流通業、卸売業、小売業、外食産業、
金融機関、シンクタンク・コンサルタント､マスメディア、
情報通信業、観光・サービス業、研究・教育機関、
商工団体、行政機関 等

（ 平成30年7月末現在、会員数７９４ ）

＜役員会＞

会 長 (九州経済連合会 会長）
副会長 (宮崎県経済農業協同組合連合会 会長)
副会長 （鹿児島県農業法人協会 会長）
副会長 (中村学園大学 学長)
理 事 （２７名）

＜顧問＞

九州農政局長

九州経済産業局長

＜事務局＞

九州経済連合会

九州地域産業活性化
センター

九州農政局

九州経済産業局
会員相互の連携提案
プロジェクトやビジネスの提案

輸出部会
(Ｈ24.6設置)
＜部会長＞

伊藤忠商事(株)
九州支社

外食部会
(Ｈ24.7設置)
＜部会長＞
(株)ぐるなび

ＩＴ部会
(Ｈ25.1設置)
＜部会長＞

(株)日本能率協会
コンサルティング

流通部会
(Ｈ25.1設置)
＜部会長＞
イオン九州(株)

企画運営委員会

（委員長:中村学園大学学長）

事業
への
参加

事業化

連携事業の創出

※メルマガ等での情報
共有・発信

・九州一体となった農
産物輸出体制の検討

・オール九州農水産物
トレードフェア開催

・物流効率化等の検討

・九州産農水産品、物
流・流通網の最適化
に向けた方策の検討

・先進地視察

九州地域の農業が、収益を上げながら事業として持続可能な発展が遂げられるよう、商工業者と農業者の経営連携および資源の
有効活用を通じて、加工・販売・輸出等各段階で経営強化を図り、稼げる農業を実現する「農業の成長産業化」を推進することを目
的として、平成２４年３月に設立。

・生産者と外食・食品・
中食事業者等とのビ
ジネスマッチング等を
推進

・ＩＴ技術等の活用によ
りスマート農業を推進
し経営合理化、生産
性向上、販売力強化
を促進



協議会の事業概要（平成３０年度事業計画）

農業へのIT・IoT導入等を通じた「生産
性向上・経営力強化」や、付加価値あ
る「商品開発」と国内外への「販路拡
大」に資する取組を進めることにより、
生産性の高い経営を行う農業者・農業
法人等の創出を目指しつつ、農業所得
を増加させる。

活動目標
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九州の農業所得の推移と目標

（単位：億円） 目標
7,500億円

毎年２％
増加

平成３２年までに九州の農業所得を
７，５００億円に増加させる。
（毎年２％の増加）

平成28年実績 平成32年目標
６，９３２億円 → ７，５００億円

KPI（目標）

注）平成32年目標設定根拠 ：
平成28年実績に、過去の平均伸び率と政策期待効果を乗じて算出

○農業へのIT・IoT導入や農業者の経営マインドの向上を通じて、「生産性向上・経営力強
化」を図る。

（１）スマート農業の推進
①スマート農業推進フォーラム（九州ブロック）
②農業の未来と可能性を学ぶ人材育成講座２０１８

（２）農業のビジネス化推進研修

「生産性向上・経営力強化」に向けた取組

○農業者と商工業者が、お互いの強みを持ち寄って売れる商品の開発・生産等を行う農商工連
携の促進等を通じて、付加価値ある「商品開発」を図る。

（１）農商工連携事業
（２） ６次産業化促進事業

付加価値ある「商品開発」に向けた取組

○地域商社を活用した輸出の拡大や、国内外のバイヤーとの商談会の開催等を通じて、国内
外への「販路拡大」を図る。

（１）ジェトロ食品輸出商談会
（２）広域ビジネスマッチング交流会（「九州６次産業化・農商工連携食品商談会）
（３）農業の未来と可能性を学ぶ人材育成講座２０１８【再掲】

国内外への「販路拡大」に資する取組

○九州において農業成長産業化を先導する取組を行っている農業者・農業法人等の表彰や海外
展開支援等の横断的取組を通じて、生産性の高い経営を行う農業者・農業法人等の創出と農
業所得の増加を後押しする。

（１）表彰
（２）農業の未来と可能性を学ぶ人材育成講座２０１８【再掲】
（３）九州・ベトナム農業ビジネスミッション２０１８
（４）九州農業連携塾
（５）連携提案実現に向けた支援

農業成長産業化に資する横断的取組

○「輸出の拡大」「外食・食品産業との連携」「IT導入」「流通問題の解決」のため各
部会を設置し有識者との協議を踏まえて各課題の解決策を探る。

部会の取組

農業の未来と可能性を
学ぶ人材育成講座

九州・ベトナム農業ビジネスミッション

広域ビジネスマッチング交流会

農商工連携で成功した商品例
※(株)緒方エッグファーム（熊本県合志市）の

DHA・α-リノレン酸を強化した鶏卵

スマート農業推進フォーラム

6次化商品
※(有)宮川洋蘭（熊本
県宇城市）のボトルフ

ラワー
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